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革部吉見神社 正月しめ縄作り

いよいよ年の瀬の12月20日 草部福寿会と芹

□寿会の老人クラプの皆さんが革部吉見神社の

「 しめ縄」作りをしました。

これは同老人クラブが毎年行つているボラン

テ ィア活動で、この日は約 3時間をかけて立派

な「 しめ縄」が出来上がり、奉納されました。

No.425
‖0番の 日

(l月 10日 )

口座振替制度は金融機関の預金口座か ら、自動的に役場 口

座に振 り替える (収納する)と いうもので、納め忘れ もな く、

払い込む手間もかからない便利な制度です。

国民年金の保険料納付も、この口座振替制度が利用できま

す。お申し込み方法も簡単です。肥後銀行か熊本県信用組合

の窓口に預金口座の届出印鑑を持参して申し込んでくだ さい。

■口座振替ができる金融機関

肥後銀行・熊本県信用組合

(農協の口座からの振替のご希望は福祉係までご相談下さい )

■振替予定 日 毎月26日 (26日 が休みの場合は翌営業 日)

問い合わせ 役場 福祉係 2-1111 内線 129
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全国 学校給食週 間

(l月 24～ 30日 )

世 界青年の船

(:月 19日 ～ 3月 20日 )

●   ●

●   ●

人□の動き
(12月 1日 ]:兒 在)

世帯数 2,547(+8)
男  3,936(+9)
女  4,250(-4)

総 数 8,186(+8)

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と

つ
て

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
今
年
も
「広

報
た
か
も
り
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
先
日
、
家
庭
内
で
父
親
の
存
在

が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
テ
レ

ビ
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

東
京
の
話
で
、
『通
勤
時
間
が
長
い

こ
と
や
残
業
で
父
親
の
帰
宅
が
遅

い
の
で
、
家
族
が
父
親
の
顔
を
見

る
こ
と
が
少
な
い
』
『住
宅
事
情
で

父
親
が
座
る
椅
子
が
片
づ
け
ら
れ

て
い
る
』
と
い
う
内
容
の
も
の
で
、

子
ど
も
が
描
い
た

『家
庭
の
食
事

の
絵
』
の
中
に
父
親
の
姿
が
無
く
、

料
理
だ
け
が
描
か
れ
て
い
る
と
い

”り
、　
ム
ンよ
つ
ル
」ヽ
ン
ヨ
ツ
」「
ン
グ
／か
¨

も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
父
親
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
仕
事
や

色
々
な
事
情
で
、
家
族
み
ん
な
が

揃
え
ず
家
庭
団
ら
ん
が
難
し
い
時

世
だ
と
い
う
事
で
し
ょ
う
が
、　
一

日

一
回
が
無
理
で
も
、
出
来
る
限

り
家
族
み
ん
な
が
揃

つ
て
、
い
ろ

ん
な
事
を
話
し
合
う
こ
と
が
、
子

ど
も
の
健
全
な
成
長
に
と
て
も
大

切
な
事
で
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

おめで

赤 ち ゃ ん
たんじょう

渡邊 さくらちゃん充 人

先月12月 号のお名前に誤りがありまし
た。次のとお り訂正しておわびします。

(正)田上精悟ちゃん 小糸治美ちゃん
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(敬称略) 彬

(御遺族 )

今村 宗秋
松本 利男
宇藤 美佐
山室 正美
甲斐 昭五
那須 道則
首藤 長喜
渡邊今朝子
芹口 利光

(1994.11月 受付分)
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本田 雄大ちゃ

(旭 通)11・ 5

甲斐 英梨佳ち

(旭 通)11・ 22
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逸 雄

山美子

ん文 博
正 子

洋

勝

F:

代
さんの長女

この広報では、町内、町外をFllわず、1+

さんからのいろいろな情報やご意見、お使

りを順次、掲載させていただいております .

どうぞ情報をお寄せください。
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高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に
し
ま

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

編

集

後

記

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86916・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番 地 雪09676-2-1111・ FAX 2-1174
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ありがとうございました(敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

く香典返し〉今村宗秋、山室正美、松本
利男、宇藤美佐、那須道則、甲斐昭工、
首藤長喜、渡邊今朝子、杉永竹範
■広報送料寄付 田上洲夫(北九州市)、

林恭宏(城 南町 )



林
文

皆
様

化
村
構
想

方
の
深
い
ご
理
解

と

良

い
年

で
あ

し
ま

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　

一
月
二
十
五
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
の
中
会
議
室

母

子

寡

婦

生
活
面
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご

と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

　

一
月
二
十
五
日
（水
）

午
前
九
時
半
か
ら
十
二
時

２４
時
間
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

富
０
９
６

・
３
８
５

。
３
３
０
０

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
電

話
で
曜
日
毎
に
色
々
な
健
康
の
話

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
お
知
ら
せ
す
る
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（月
）
不
整
脈
の
話

（火
）
不
整

脈
の
治
療
１

（水
）
不
整
脈
の
治

療
２

（木
）
こ
わ
し
た
入
れ
歯
は

直
し
て
も
ら
え
る
か

（金
）
冬
の

お
肌
の
手
入
れ

（土

ｏ
日
）
カ
ラ

オ
ケ
と
声
が
れ

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
七
年
二
月

一
日
現
在
で
、

農
家
な
ど
を
対
象
に
し
て

「農
業
セ
ン
サ
ス
」
と
い
う

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
農
家
な
ど
農
業
を
営
む
事
業

体
の
ほ
か
、
農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
及
び
、
農
業
集
落

の
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
行
う
、
た
い
へ
ん
規
模
の
大

き
い
調
査
で

「農
業
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
大

切
な
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
統
計
表
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
国

や
町
を
は
じ
め
各
方
面
で
農
業
発
展
の
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
、
大
切
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
し
た
こ
と

は
統
計
の
作
成
だ
け
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
、
個
人
の
課

税
や
そ
の
他
の
目
的
に
は
絶
対
に
使
わ
れ
ま
せ
ん
。
調

査
の
内
容
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ま
も
な
く
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
て
農
業
の
経
営
状

況
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・ど
に
は
、琉
球
イ
ノ
シ
シ

い
る
小
型
の
も
の
が
生
息

離
闇

１
月
ヽ
日
　
平

田

医

院
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●キャノン賞 (1点) キャノンEOS5
●町村長賞 (6点) 賞金 5万円

●入  選 (20点 ) 賞金 2万円

応 募 要 領
☆題  材 南阿蘇の四季を通 じての 自然

景観、風物、祭、文化財、温

泉、宿泊施設など

☆応募作品 カラープ リン ト、モ ノクロ

(カ ラーの場合、ネガ、リバーサル

ともプリントでご応募下さい。)

☆サ イ ズ 四つ切 り

☆応募方法 写真の裏面に応募票を1点につき 1

枚貼付して、事務局まで送付してく

ださい。

〈応募票書き方見本〉

ヽ
初
め
て

と

こ
ろ

相
談
員

●

●

林
業
総
合
セ
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三
階
の
中
会
議
室
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母
子
相
談
員
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住   所

鴎   名

※都合により変更になる場合がありますの

サービスでお確かめください。   (②

(15)

☆締切 日 平成 7年 2月 28日 (当 日消印有効)

☆審 査 竹内敏信 (日 本写真家協会理事)

☆発 表 平成 7年 3月 下旬 (本人宛通知)

応 募 上 の 注 意

★応募作品は今年撮影したものでなくても可

★未発表の作品に限る。

★町村長賞は該当する町村を撮影したものの中から

それぞれ1点選定します。

★応募作品の返却希望者は、返送料 (郵便為替)千

円を応募の際に同封してください。

★入賞作品の版権は、主催者に属します。入賞の通

知を受けた場合は、原板をお送りください。

送付先 (問い合わせ )

3869-19 熊本県阿蘇郡高森町高森 2168

高森町商工観光課内

南阿蘇 フォ トコンテス ト事務局

809676-2-1111(内 線 157)

2
月
12
日

2
月
5
日

¬
月
28
日

1

月
22
日

¬
月
16
日

診療 は午前
9時か ら午

1後 5時 ま
~〔

、 テ レホ ン
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事    名

1大 戸の 日・本河原線道路改良工 事
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備
に

原
森

・

さ

つ
と

た

中

国

で
も

当

然

同

じ
亥

年

し

て

ツ
年
。十
二
支
の
最
後
の
干

の
方
角
を
示
す
十
二
支

日ヽ
・一だ
・一一．分
布
し
て
い
ま
す
。奄
美
大

動
物
を
当
て
た
の
は
中
国

さ

て
、

イ

ノ

シ

シ
は

日
本

で
は
北

海

、
東

北

、
北

陸

の

．
部

を
除

い
た

広

500万 円以」

(旬津留住建

上   期

２

月

１１

日

雪
・②
０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

軍
②
０
６
４
６

東

　

医

　

院

富
②
０
３
０
９

中

村

医

院

雪
⑦
２
３
３
３

立

野

病

院

軍
⑧
・０
１
１
１

寺

崎

医

院

富
②
０
３
７
８

南
郷
谷整

形
外
科

富
②
３
３
５
１

(2)

年

Zゝ
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金額 (円 ) 請負業者名

m草村企業

m興相建設

11/30～ 7,3/10 46.865.()()()

大戸の 口・本河原線道路改良 工事 12/14～ 7/3/10

取尚・水湛線道路改良 li事 12/14^‐ 7・3710

高森東小 学校 中庫新築 11事 11/30～ 7/3/20

14,283,010

11,742,000 m佐藤建設

9,682,000

高
森
温
泉
館
が

温
泉
館
も
昨

よ
り
県
外
各
地
か
ら

一，
き
ま
し
て
ず
好
評
を
博
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ま
た
、

に
は
高
森
東
小
学
校
の

の
向

し
て
、

え
ま
し
た
。

万
四
千
名
の
入

眺
望
の
絶
景
と
充
実

興
に
努
め
、

共
に
、

し

か

し
、
お

も

し

ろ

い

こ
と

に
、
中

国

の
カ

レ

ン
ダ

ー
な

ど

に
描

か
れ

る
絵

は

、
イ

ノ

シ

シ

で

は
な

く
ブ

タ

の
（
“
て

，
一
イ
′
ウ
シ
は
ブ
タ
の
先
組
で
す
か

ら
、＝
一
一
う
な
こ
と
な
の
で
し
上
う

カ

プ |

場1文 謹
―

の
1北

ん
オ の で
1薫 新
プ リ 年
ン 高 の｀

い ご
そ 明 あ
じ る い
て い さ
町 住

み
よ

い

町
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Lノ

`

1

υ

奥
阿
蘇

______」ら、  .

_=__―

又轟瞑
冒嚢饉

長

′r■

■

=「

ヤ

ン

二 凛 ′

目火

本目

入 ホL 結 果



一
調

理
師

の
皆
様

ヘ

飲
食
店
や
集
団
給
食
施
設
で
働

い
て
お
ら
れ
る
調
理
師
の
方
は
、

就
業
届
を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
調
理
師

の
方
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
す

る
研
修
な
ど
の
事
業
が
、
円
滑
に

実
施
で
き
る
よ
う
、
調
理
師
法
が

改
正
さ
れ
、
就
業
す
る
調
理
師
の

届
出
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

◎
　
平
成
六
年
十
二
月
二
十

一
日

現
在
の
状
況
を
、
各
保
健
所
備
え

付
け
の
用
紙
に
書
き
込
ん
で
、
平

成
七
年

一
月
十
七
日
ま
で
に
、
管

轄
の
保
健
所
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
　
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
保

健
所
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

■
　
阿
蘇
保
健
所

８
０
９
６
７

・
３
２

・
０
５
３
５

■
　
熊
本
県
庁
保
健
予
防
課

８
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

内
線
３
９
１
３

原
爆
被
害
者
二
世
健
康
診
断

県
で
は
財
団
法
人
日
本
公
衆
衛

生
協
会
の
依
頼
に
よ
り
、
原
爆
被

害
者
の
二
世
の
方
を
対
象
に
無
料

で
、
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
日
　
二
月
十
四
日
と
十
五
日

■
場
所
　
成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー

（熊
本
市
東
町
四
の
十

一
の
二
）

な
ど
県
内
五
カ
所

受
診
時
間
や
詳
し
い
こ
と
は
、

県
庁
保
健
予
防
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

な
０
９
６

・
３
８
３

。
１
１
１
１

内
線
３
９
０
８
番

一
医
師
、
歯

科
医
師
、
薬
剤
師

一
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦

一
準

琶

護

婦

の

み

な

さ

ん

ヘ

平
成
六
年
十
二
月
二
十

一
日
現

在
の
状
況
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
先

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の
方

は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
、

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
、
準

看
護
婦
の
方
は
、
就
業
地
を
管
轄

す
る
保
健
所

■
届
出
期
日
　

一
月
十
七
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
庁
　
衛
生
総
務
課

８
０
９
６

・
３
８
３

。
１
１
１
１

内
線
３
８
５
９
番

国
政
、
地
方
行
政
、
行
財
政
改

革
な
ど
に
関
す
る
自
由
か

つ
建
設

的
な
意
見
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

０
３

・
３
５
８
１

・
６
９
８
７

ゴ
な

Ｏ

Ａ
Ｖ
明
Ｌ
コ

最

近

は

、

家

族

な

ど

の
写

真

を

年

賀

状

に
す

る

の
も

流

行

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

ワ

ー
プ

ロ
を

使

っ

て

自

分

で

年

賀

状

の
文

章

を

作

っ

た

り
、

あ

て

名

印

刷

機

能

を

使

っ

て
、

住

所

を

印

刷

し

て

出

し

た

り

す

る

人

も

増

え

て

い
ま

す

。

と

こ
ろ

で
、

外

国

に
住

む

家

族

や

友

人

な

ど

か

ら

も

、

元

旦

に
年

賀

状

が

届

く

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

な

か

に

は

ホ

ー

ム

・
フ

ァ
ク

シ

ミ

一
一

り

を

利

用

し

、

時

差

を

一

算

■
■

し
て
出
す
人
も

い
ま
す
ｃ
外

】
一

¨
”

さ ‐こ 単
¨

‐こ つ 赴
“
一
一
一
¨
一

、

一

胸

一
一

一
一
湘

濯

財
防
火

デ
ー
」

で
す
。

こ

の
日
を

機
会

に
国

民

の
財
産

で
あ

る
文
化

財

の
大

切
さ
を
考
え
、

火
災

か
ら

守

る
よ
う

に
し
た

い
も

の
で
す
。

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

は
首
が
短
い
独
特
の
体

がな・　．

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、

・
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
健
や
か
・

ど
の
植
物
を
食
べ
ま
す
し
、
ヘ
ビ
や
カ

エ
ル
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
の
動
物
も
食

ノミ
よ

「
′イ

ノ
シ
シ
は
夜
間
に
食
を
求
め
て
人

里
に
現
れ
、
栗
や
肝卜
、
稲
な
ど
を
食
ベ

て
し
ま
い
ま
す
二
一
は
鼻
鏡
を
巧
み
に

使
っ
て
掘
り
起
こ
し
、
栗
は
キ
バ
で
穴

を
空
け
て
食
べ
ま
す
．

に
か
け
て
の
剛
毛
は

で
、怒
り
毛
と
呼
ば
れ

で
キ
ノ
コ
や
タ
ケ
ノ
コ
な

騒
た
を
打

つ
〃
と
い
っ
て

円
盤
状
の
鼻
鏡
が
あ
り

習
性
が
あ
る
の
で
、た

た
り
、
人
に
迷
惑
を
か

ば
し
ば
で
す
。

す
。
口
先
や
口
元
が
長

ら
イ
ノ
シ
シ
を
様
々

ま
し
た
。
肉
は
〃
山
く

の
税
収
減
で
、
地
方
財
政
も
景
気
低
迷
の

を

策
を
真
剣
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で

昨
年
本
町
で
は
い
皆
様
待
望
の
温
泉
館

議
会
の
ご
尽
力
と
、
地
域

開
校
の
運
び
と
な
る
な‐
ど

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆

執
行
部
と
相
携
え
て
町
発E

いコ
ｐ
　
　
●

を

基尚

森
●●

年
賀
状

は
、

元
旦

の
楽

し

み
で

す
。

さ
ま
ざ

ま
な
人

か
ら
送

ら

れ

て
き
た
年
賀

状

を
、

ゆ

っ
く

り

と

こ
た

つ
に
入

つ
て
見

る
人
も
多

い

で
し

ょ
う
。

年
賀
郵

便
特
別

取
扱

制
度

に
よ

っ
て
、

元
旦

に
年
賀

状

が
各
家
庭

に
配
達

さ
れ

る

の
で
す
。

欧
米
で
は
、

ψ
リ
ス
マ
ス
・　
　
一

カ
ー
ド
に
ハ
ッ
ピ
ー

・
ニ
ュ
　

‐】

―

・
イ
ヤ
ー
の
言
葉
を
添
え
　
山
因

る
の
が
普
樋
つ
よ
う
で
す
。　　副理

し
か
し
日
本
で
は
、
ク
リ
ス

・
並
輩

マ
ス

・
カ
ー
ド
を
出
し
て
も
、

た
５

さ
ら
に
年
賀
状

‐を
出
す
と
い
　
　
】

う
人
も

い
る
の
で
は
な

い
で
　
　
ロ

し
よ
う
か
。
日
本
人
は
年
賀
状
を
、

年
頭
の
大
切
な
あ
い
さ
つ
と
考
え

て

い

る

か

ら

で

し

ょ
う

。

年

賀

郵

便

の
取

り

扱

い
が

は

じ

ま

っ
た

の

は
、

明

治

三
十

二
年

で

す

。

昭

和

十

年

に

は

、

年

賀

切

手

も

発

行

さ

れ

ま

し

た

。

戦

中

戦

後

は

年

賀

郵

便

の

取

り

扱

い
が

中

止

さ

れ

ま

し

た

が

、

昭

和

二
十

三
年

に
復

活

し

、

翌

年

に

は

お

年

玉

つ

き

年

賀

は
が

き

も

出

て
、

年

賀

状

の
扱

い
も

急

激

に
増

え

ま

し

た

。

●●

に
お

置
しっかり応援、あなたの健康。■

本
田

遠 <|こいても届けられる、思いや り。

部
翁

想
さ

れ
食
用
に
、
毛
は
ブ
ラ

材
に
、
胃
液
は
マ
ム
シ

に
使
っ
た
と
い
い
ま

．靴
月
に
使
わ
れ
ま
し
た
が

そ
れ
は
怒
り
■
で
縫
っ
た
■
う
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
と
い
え
ば
、猪
突
猛
進
と

い
う
言
葉
を
連
想
し
ま
す
．
で
も
、
今

．は
ゆ
と
り
の
時
代
、
心
の
時
代
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
、た
わヽ
し
に
メ
リ
ハ
リ
を

う
け
、
猪
突
猛
進
を
し
た
ら
、
ゆ
つ
く

り
休
む
１
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

(14)(3)

″
″ 111

1/25因  2/6o15因 27帽)時間9時～15時  )

県

の

お

知

ら

せ

自
治
大
臣
ヘ
フ
ア
ッ
ク
ス

送
っ
て
く
だ
さ
い

て
お
り
、

設
の
整
備
に
よ
り
観
光
や
農
林
業
面
な
ど
で
振
興
が

夫
を
基
調
に
し
て
、

ま
す
。

町
民
皆
様
方
の
益
々
の
い一
健
勝

‐
‐
を‥
祈

〓^
じ
ヽ
一

‐‐
‐
新‐‐
■
０
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

元気を方イス リターン / はたちの献血。

町
議
∠全ゝ
Fヽ

議
長

暴

達

.__機 ,“
`||:||:11111.:鰺

、|||||||:|:ltll:|||||lil:||'′
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L役場の支払 日



カルシウムたっぶりの健康食品の展示      健康に関する展示物に見入る人たち

12月 9日 。10日 の 2日 間、「 たかもり 湯 つた り健康・福祉展」と題 した健康

づくり推進大会が開催されま した。会場は11月 10日 にオープンした高森温泉

館。健康に関する展示や健康相談などがあり、訪れた人たちは温泉館の素

晴らしい湯につかりながら、健康の大切さを「湯つたり」者える良い

いき健康教室の修了式もありました。バランスの

とれた食事と適度な運動で、健康になり

ましょう。

④O◎ O⑤◎④③

三
森
　
勝
博
く
ん

後
藤
　
優
依
さ
ん

津
留

敏 i

く
｀́

ん

ねんど「ぞ  ぅ」

〔岩下能子先生から〕
うんどうがと<いで、なんにでもがんば
るさとしくんは、なわとびがた<さんと
べます。1ザんきにとんでいるようすが、
つたわって<る、さ<ひんです。
「すきなもの」カレーライスと、あそび
では、かけつこ、なわとびがすきです。

〔岩下能子先生から〕
ながいはなが、とてもかわいいぞうさん
が、のんびりしているようすが、よくわ
かるさくひんです。ゆいさんのおだやか
なやさしさがよくでていますね。
「わたしのすきなもの」リンゴと、あそ
びではセーラームーンごつこがすきです。

〔岩下能子先生から〕
かつひろ<んは、こころやさしく、どう
′Sヽつがだいすきです。ちいさ<まるめた、
ねんどをたくさんくっつけて、きりんの
もようをじょうず|こ あらわしましたね。
「ぼくのすきなもの」すし、イチゴと、
あそびでは、なわとびがすきです。

●   ●

●   ●

え

「
な
わ
と
び
」

表
眩貿
蔓
留
りれ
島
ω々

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（敬

称
略
）

■
国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

（平
成
五
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
六
年
三

月
二
十

一
日
ま
で
を
基
準
と
し
て
、
一
年

間
以
上
無
受
診
の
世
帯
で
、
保
険
税
完
納

世
帯
）

岡
村
昌
良
　
田
上
文
雄
　
田
上
節
子

荒
牧
カ
エ
コ
　
坂
梨
ツ
ヤ
子
　
中
川
ュ
リ
子

上
村
吉
輝
　
後
藤
サ
カ
エ
　
桐
原
正
光

後
藤
テ
ル
カ
　
中
村
キ
ミ
　
興
椙
政
輝

市
原
義
臣
　
佐
々
木
京
子
　
藤
本
カ
ツ
子

渡
邊
智
子
　
今
村
英
子
　
及
川
チ
ソ

甲
斐
睦
子
　
後
藤
メ
イ
　
相
馬
タ
ツ
エ

堀
日
出
男
　
工
藤
政
行
　
森
山
哲
治

濱
原
ト
メ
子
　
太
田
ミ
ヤ
子
　
芹
ロ
ハ
ツ
子

楢
木
野
マ
サ
子
　
馬
原
忠
徳
　
古
澤
磯
司

後
藤
ハ
ツ
子
　
山石
下
敬
公
　
吉
田
純
子

住
吉
和
男
　
本
田
孝
顕
　
興
椙
二
竹

大
村
金
弘
　
富
永
ミ
エ
　
甲
斐
友
長

佐
藤
春
幸
　
甲
斐
善
蔵
　
本
田
浩
二

中
島
キ
サ
エ
　
本
田
幸
人
　
本
田
善
春

野
尻
昭
典
、
山
本
今
朝
徳
　
瀬
井
義
雄

後
藤
　
通
　
本
田
恵

一

■
国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
世
帯

（平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
六
年
二

月
二
十

一
日
ま
で
を
基
準
と
し
て
二
人
以

上
の
世
帯
で
医
療
費
が
二
万
円
以
下
か
、

一
人
世
帯
で
医
療
費
が
一
万
円
以
下
の
保

険
税
完
納
世
帯
）

佐
藤
悦
三
　
荒
牧
国
明
　
上
村
ハ
ツ
子

井
垣
チ
オ
子
　
松
村
廣
美
　
岡
本
素
子

や

っ
ば
酒
　
我
乍
ら
よ
う
飲
み
飽
か
ん

秋
の
空
　
案
山
子
も
参
加
す
る
祭

武
者

ン
よ
か
　

一
同
惚
れ
し
て
五
十
年

た
ん
べ
ん
に
　
年
金
じ
ゃ
祝
い
も
出
来
ん

し
た
た
か
　
笑
う
て
股
も
く
ぐ
る
奴

買
物
籠
　
特
売
場
で
乱
舞
す
る

し
た
た
か
　
遺
産
握

っ
て
ま
た
嫁
な

や

っ
ぱ
酒
　
舌
に
転
が
る
隠
し
味

し
た
た
か
　
次
の
肥
や
し
の
ス
キ
ヤ
ン
ダ
ル

や

っ
ぱ
酒
　
麻
酔
で
懲
り
た
手
術
台

雪
の
阿
蘇

一
望
に
し
て
温
泉
湧
く

初
凪
の
海
に
か
か
り
し
虹
の
橋

た
わ
わ
な
る
赤
き
南
天
活
け
し
朝

身
ぎ
れ
い
に
臥
さ
れ
て
百
寿
福
寿
草

水
祀
る
蔵
の

一
隅
注
連
飾
り

案
じ
居
し
友
の
賀
状
の
交
じ
り
居
り

待
ち
わ
び
し
孫
授
か
り
ぬ
初
詣

大
輪
の
菊
を
育
て
て
老
の
日
々

娘
の
帰
り
指
折
り
数
え
春
を
待
つ

一
熱
湯
に
さ
や
か
な
芹
の
彩
戻
る

．　
奥
阿
蘇
の
温
泉
の
ど
か
年
始
め

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

高
松
幸
子
　
後
藤
訓
子
　
西
依
博

後
藤
恒
夫
　
後
藤
末
義
　
楢
木
野
博

後
藤
サ
キ
エ
　
津
留
大
蔵
　
岩
下
紀
久
雄

安
方
末
信
　
岩
下
味
則
　
住
吉
正
成

色
見
巳
敏
　
工
藤
義
智
　
冨
永
榮

一

冨
永
學
　
矢
津
田
孝
光
　
甲
斐
利
信

佐
藤
秀
生
　
二
子
石
一
蔵
　
本
田
明
男

興
椙
武
春
　
阿
南
シ
ズ
子
　
松
本
ツ
マ
エ

赤
星
貞
雄
　
佐
藤
直
三
　
戸
高
秋
男

児
玉
國
廣
　
本
田
初
雄
　
白
石
徳
男

■
８
０
２
０
運
動
受
賞
者
（２０
本
以
上
が

自
分
の
歯
と
い
う
八
十
歳
以
上
の
方
）

有
働
ト
ミ
子
　
岩
下
政
義
　
後
藤
義
房

二
子
石
光
　
中
村
徹

■
む
し
歯
ゼ
ロ
運
動
受
賞
者

□
三
歳
児
の
部
　
冨
永
祐
紀
　
山
内
祐
佳

本
多
慶

一
郎
　
後
藤
和
孝
　
津
留

一
勝

菅
原
大
　
西
岡
雅
弘
　
秋
山
未
来

二
子
石
郁

□
小
中
学
校
の
部
　
桐
原
雪
乃
　
岡
田
清
隆

廣
木
咲
八
　
遠
山
ま
り
　
後
藤
法
子

佐
野
進

一
郎

■
献
血
７０
回
以
上
受
賞
者
　

〇
・は
回
数

甲
斐
末
久
①

岩
下
公
治
④

松
崎
由
紀
④

村
上
止
誠
⑦
　
岩
下
茂
巳
④
　
後
藤
小
百
合
⑭

後
藤
秀
希
①

古
澤
一
生
⑪

渡
辺
恭
郎
①
・

塚
本
レ
イ
子
⑫
　
山
村
将
護
⑫
・　
植
田
五
雄
⑭
）

田
上
浩
尚
⑫
　
住
吉
昭
泰
⑫林掘

田
松
野

馬
原

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
夫

（高
森
菜
の
花
句
会
）

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

渡
辺
　
　
恵

献血回数272回表彰

住吉昭泰さん (昭和 )

田 熊
上 川
獣

公 豊
子 泉

不
せ
=

林 岡
田 本

一 琴 馬 笑 蘇
声 司 笑 声 仙

(13)

俳

句

″ ,〃:ク

7,)'t 7\,. '14't.,/ \
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機会になつたと話されていました。また、国民健康保険世帯の健

康優良家庭表彰や健康な歯表彰、優良献血者の表彰tいき

砕
摯

劣
一

´
「

鶯

高 森 幼 稚 園 年 長 組
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「わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
作
文
コ
ン
ク
！
ル

野
尻
小
五
年
の
嶋
田
大
輔
君

県
入
選
を
果
た
す

（螺
内
燎
）

ぼ
く

の
町
の
お
ま
わ
り
さ

ん
は
大
塚
さ

ん

で
す
。
駐
在
所
が
野
尻
小
学
校

の
す
ぐ

近
く
に
あ

っ
て
、
遊
び

に
行
く
と

い

っ
し

ょ
に

い
ろ
ん
な
話
を

し

て
く
れ
た

り
、
本

を
貸
し

て
く
れ
た
り
、
大
塚
さ

ん
は
や
さ

し
く
し

て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
ぼ
く
た
ち
が
部
活
を
し
て
い
る

と
、
よ
く
来

て
く
れ
ま
す
。

ソ

フ
ト

の
時

に
は
、
ノ

ッ
ク
を
し

て
く

れ
た
り
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
し

て
く
れ
ま
す
。

試
合
な
ど
に
は
、
必
ず
と

い
う
く
い

い
来

て
く
れ

て
み
ん
な

に
声
を
か
け

て
、
気
持

ち
を
落
ち
着
か
せ

て
く
れ

て
、
い
い
プ

レ

イ
を
し
た
時

に
は
、
大
き
な
声

で
ほ
め

て

く
れ
た

り
し

て
元
気

づ
け

て
く
れ
ま
す
。

大
塚
さ
ん
は
、
毎
年

一
学
期
に
あ

る
交

通
教
室

で
正
し

い
白
転
車

の
乗
り
方
、
車

な
ど
交
通
に
関
す
る
事
を
分
か
り
や
す
く
、

く
わ
し
く
説
明
し
て
く
れ

て
ビ
デ
オ
も
見

せ

て
く
れ
ま
す
。
今
年

は
、
ぼ
く
た
ち
が

自
転
車
大
会

が
あ
る

の
で
、
自
転
車
大
会

の
時

の
ビ
デ

オ
を

見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

い
服
を
着
て
急
い
で
駐
在
所
を
出
て
い
き

ま
す
‐
仕
事
を
し
て
い
る
時
の
大
塚
さ
ん

は
と
っ
て
も
か
っ
こ
い
い
で
す
。
時
々
、

一

事
件
が
あ
っ
た
時
は
大
塚
さ
ん
は
、
せ

学
校
に
行
く
と
ち
ゅ
う
バ
ト
ロ
ー
ル
を
し

鳴賞に本田つや子さんと
用脳田子さん

:ヽ、あ

見 小 ″ 鳥

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
ま
す
。
大
塚
さ
ん
は

パ
ト
カ
ー
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
一お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
大
き
な
声
で
み
ん
な
に

あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
大

塚
さ
ん
は
、
野
尻
小
の
生
徒
み
ん
な
だ
け

で
な
く
、
町
の
み
ん
な
か
ら
人
気
が
あ
っ

て
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
大
塚
さ

ん
が
町
の
人
と
話
し
て
い
ま
す
。

人
塚
さ
ん
は
、
日
曜
Ｈ
と
か
体
み
の
時

も
本
署
に
も
ど
っ
た
り
、
仕
■
を
し
て
い

る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
，
ぼ
く
は
く
じ
け

た
り
し
な
い
で
．
生
け
ん
命
が
ん
ば
っ
て

い
る
人
塚
さ
ん
を
見
て

「す
ご
い
な
あ
」

と
思
い
ま
し
た
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

大
塚
さ
ん
。
こ
れ
か
Ｌ
も
仕
事
を
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
ぼ
く
た
ち
の

町
を
守
っ
て
ド
さ
い
。

十

一
月
二
十
六
日
の
土
曜
日
、草
部
南
部
小
学
校

の
四
年
生
以
上
（緑
の
少
年
団
三
十

一
名
）
の
子
ど

も
た
ち
が
、わ
ら
じ
ぞ
う
り
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
か
ら
、
同
地
区
の
老
人
会
、
草
部

御

福
寿
会
と
芹
口
寿
会
の
皆
さ
ん
が
製
作
の
指
導
協

げ

力
を
し
て
い
る
も
の
で
、
約
二
時
間
か
け
て
、
細

い
も
の
、
太
い
も
の
な
ど
個
性
豊
か
な
作
品
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
口
々
に

「む

ず
か
し
か
―
」
を
連
発
し
な
が
ら
も
、
楽
し
い
雰

囲
気
の
中
で
、
わ
ら
じ
ぞ
う
り
作
り
に
熱
中
し
て

い
ま
し
た
。

同
校
の
千
葉
崎
校
長
先
生
は

「手
作
り
の
大
切

さ
や
素
晴
ら
し
い
文
化
を
、
老
人
会
の
方
々
と
の

世
代
交
流
の
中
か
ら
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

老
人
会
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【入
　
賞
】
（敬
称
略
）

本
田
美
佐
子
　

石̈
下
和
子
　
田
上
愛
子

後
藤
ス
マ
　
山
室
英
子

草
部
若
草
グ
ル
ー
プ

●   ●

●  ●

久
し
ぶ
り
の
雨
ら
し
い
雨
が
あ

っ
た
十

一

二
月
九
日
、
高
森
温
泉
館
で

「特
産
品
コ
一

ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
回

覧
で
募
集
し
て
い
た
も
の
で
、
町
の
産
業

や
観
光
の
発
展
の
た
め
に
、
優
れ
た
特
産

一

品
や
郷
土
料
理
、
工
芸
品
の

「ほ
り
お
こ

し
」
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
特
産
品
二
十
点
、
郷
土
料
理

三
点
、
工
芸
品
三
点
の
計
二
十
六
点
の
「味

や
ア
イ
デ
ア
」
に
優
れ
た
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
独
自
性
、
地
域
性
や
原
料
、
技
術
、

市
場
面
な
ど
に
つ
い
て
、
県
食
品
加
工
研

究
所
や
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
県

事
務
所
、
Ｊ
Ａ
高
森
、
野
尻
中
央
支
所
、

阿
蘇
保
健
所
の
審
査
協
力
を
い
た
だ
き
、

公
平

・
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、

特
賞
に
二
作
品
と
入
賞
六
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

町
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
、
高
森
の
特

産
品
と
し
て
、
商
品
化
し
て
い
く
方
策
の

検
討
を
始
め
ま
し
た
。

草部南部小 緑の少年団

「ここをこうして 」と優 し

く教えてもらいました。

前列左から徳丸恵美、後藤翼、後藤勇樹、荒牧美穂の

みなさん。後列左から江藤先生と岡山校長先生

昨年 6月 号で紹介 した。_L色 見小 5年生の 4人の子ど

もたちが、12月 12日 の全国野生生物保護実績発表大会で

野鳥観察記録を発表 し、 11本鳥類保護連盟会長褒賞を受

賞 しました。

これは、子どもたちの日頃の活動と内容が評価 され、

全国の小学校の 7校の一つに選ばれたもので、愛鳥精神

と自然保護に関心を持ってもらおうと、東京都霞が関の

環境庁で開催されたものです。

「全国規模の大会 とい うことで、約300人 の聴衆を前に

して、子どもたちは少 し緊張 していましたが、立派に発

表できました」と担当で引率された江藤先生は話されて

いました。

また 「去年 5月 の県の発表内容に、学校全員での取組

を付け加えました。この活動は毎 日の積み重ねが大切で

す。これからもみんなで力を合わせて頑張 ります。」 と、

子どもたちは頼もしく話 してくれました。

(12)

たくさん展示された特産品の審査風景

出展のご協力ありがとうございました

漬物などを大きな声で宣伝、販売
いることもあ り、たくさんの人垣

これを企画実行 した在熊高森会
の工藤辰美さんや古木幸夫さん方
は 「生まれ育った高森のことは忘

れたことがあ りません。会員みん

なが高森の発展を願っています」
と話され、「高森のために色々な活

動をされている草部や野尻出身者
の方々とも力を合せ、益々の親睦

を図 りながら高森を盛 り上げてい

きます」 との力強い言葉もいただ

きました。

全国にお住まいの高森出身のみ

なさんのお気持ちも同じと思いま

す。これか らもふるさと高森を見

守ってくだ さい。

(5)

いよいよ忙 しさを増 してきた、12月 4日 の日曜 日。熊本市下通 リアーケー ド街で 「在熊

阿蘇郡人会農業祭」が開催 されました。これは、熊本市に住む阿蘇出身者が合同で企画 し
たもので、各町村 ともアイデアを凝 らし、産業や観光関係者 と力を合わせて 「わがふるさ
と」をPRし ました。

高森町コーナーも他町村に負けじと、今村町長をはじめ奥阿蘇物産館や町内の特産品加
エグループなどの皆さんは、通 りかかる人たちにその場で作った鰻頭やハム、新鮮野菜、

。温泉館で益々注 目を浴びて
ができていました。

(会長後藤包氏 。会員600名 )

0

り

っ
ば
に
出
来

上
が
り
ま
し
た

1切
ナ リ
1干
も し

大
根
実
,寅

「ふるさとの味 とアイ
=戸

三色香 り漬
ニンジン、山くらげ、 1
ゆずを理想大根で巻い

てあります。     ..

本
川
つ
や
子
さ
ん

（高
森

・
ド
町
）

しそだご (左 )

ウコン饉頭 (中 )

そば饉頭 (右 )

荒
牧
弘
子
さ
ん

（高
森

・
旭
通
）
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第4回町議会定例会

″す
ど
も
か
あ
り

け
だ

あ
ｔ

い

襲
（
■水
の
た
め
に

家庭教育

□ □

□ □

もしや わが町、わが子にも?!

議 会 だ よ り

こ
こ
数
力
月
「
い
じ
め
を
苦
に
し
て
自
殺
」
や
「校
内
暴
力
」
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
痛
ま
し
い
事
件
と

「人
人
の
世
界
」
で
も
、
「集
岡
暴
行
」
な
ど
同
じ

様
な
、
聞
く
に
耐
え
な
い
悲
惨
な
事
件
の
発
生
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

理
由
は
何
に
せ
よ
、
絶
対
に
や

っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
の
判
断
が

つ
か
な

か

っ
た
も
の
か
と
思
う
と
、
関
係
す
る
ご
家
族
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
て
も
、

本
当
に
残
念
で
悲
し
い
事
件
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
原
因
が
す
べ
て
家
庭

教
育
の
責
任
と
断
言
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
自
分
の
事
と
と
ら
え
て
、

ま
ず
家
族
み
ん
な
で
考
え
、
そ
し
て
町
や
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
そ
し
て

社
会
が

一
体
と
な
り
、
問
題
の
根
本
的
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
も
の
で
す
。
今
ま
で
町
の
色
々
な
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
た
家
庭
教
育
に
つ

い
て
の
講
演
会
の
中
で
、
講
師
の
先
生
方
は
家
庭
で
の

「イ
ジ
メ
対
策
」
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
特
に
三
歳
ま
で
の
間
は
、
親
や
家
族
は
子
ど
も
に
対
し
て
、
ス
キ
ン
シ
ツ

プ
で
愛
情
を
注
ぎ
、
適
正
、
的
確
な
し
つ
け
を
し
ま
し
よ
う
。

子
ど
も
は
親
や
家
族
の
愛
情
に
満
ち
た
適
正
、
的
確
な
し
つ
け
に
よ
り
、

愛
情
を
感
じ
な
が
ら
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
り
、
自
ら
考
え
判
断
す
る
主
体
性
と
責
任
感
や
、
人
の
こ
と
を

考
え
る
優
し
い
心
と
道
徳
心
が
育
ま
れ
ま
す
。

▼
子
ど
も
と
の
対
話
を
欠
か
さ
ず
続
け
ま
し
ょ
う
。

年
齢
の
高
い
子
ど
も
の
家
庭
教
育
は
、
様
々
な
難

し
さ
が
出
て
き
ま
す
が
、
小
さ
い
時
か
ら

一
日
の
出

来
事
な
ど
を
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
う
な
ど
、
時
間

は
短
く
て
も
密
度
の
濃
い

「心
の
ふ
れ
あ
い
」
を
欠

か
さ
ず
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
心
の
変
化

も
分
か
り
ま
す
し
、
親
や
家
族
の
愛
情
を
子
ど
も
た

ち
は
直
に
感
じ
、
心
の
悩
み
を
率
直
に
打
ち
明
け
て

く
れ
る
良
い
家
庭
環
境
が
自
然
に
出
来
上
が
っ
て
い

の微笑みを消さないためにこ

き
ま
す
。

予
算
総
額
　
五
十
六
億
四
千

七
百
八
十
七

万
九
千

円

平
成
六
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
百
七
十

一
万
四
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
五
十
六
億
四
千
七
百
八
十
七
万

九
千
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
山
間
地
域
野
菜
産

地
育
成
強
化
事
業
に
七
百
五
十

一

万
五
千
円
。
町
道

の
改
良
に

一
千

五
百
八
十
八
万
三
千
円
が
増
額
さ

れ
た
他
、
職
員
給
与
と
経
常
的
経

費
な
ど
が
増
減
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

■
高
森
町
過
疎
地
域
活
性
化
計
画

の
承
認
に
つ
い
て

町
の
発
展
と
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
五
年
先
ま
で
の
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
高
森
東
小
学
校
校
舎
新
築
（主
体
）

工
事
に
つ
い
て
、
基
礎
拡
張
、
デ

ッ

キ
テ
ラ
ス
布
基
礎
の
変
更
、
浄
化

槽
フ
エ
ン
ス
増
の
た
め
、
契
約
金

額
二
億
八
千
五
百
八
十
二
万
五
千

円
を
二
億
八
千
六
百
九
十
五
万
三

千
二
百
十
九
円
に
変
更
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
町
有
林
野
造
林
委
託
契
約
に
つ

い
て

町
は
大
字
色
見
字
阿
蘇
嶽
三
四

一

二
番
の
内
の

一
万
五
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
山
鳥
造
林
組
合

（代
表
岩

下
直
康
氏
）
と
造
林
委
託
契
約
を

結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
高
森
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

直
接
税
と
間
接
税
の
均
衡
と
景
気

対
策
と
し
て
税
負
担
の
平
準
化
を

Ａ
　
投
票
は
で
き
ま
す
。

投
票
は
投
票
日
に
定

め
ら
れ
た
投
票
所
で
投

票
す
る
の
が
原
則
で
す

が
、
止
む
を
得
な
い
用

事
で
行
け
な
い
方
の
た

め
に
不
在
者
投
票
制
度

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
仕
事
や
病
気
、

止
む
を
得
な
い
用
事
な

ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
事
由
に
該
当
す
る
場

合
は
、
選
挙
の
期
日
の

公
示

（告
示
）
の
日
か

ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

に
、
各
選
挙
管
理
委
員

会
や
、
出
張
等
で
滞
在

中
の
他
の
市
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
不
在
者

投
票
を
す
る
理
由
を
具

体
的
に
申
し
出
て
、
そ

れ
が
真
正
で
あ
る
こ
と

を
誓
う
宣
誓
書

（認
印

必
要
）
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票
は
そ
の

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
手
続

き
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
い
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

●   ●

●  ●

′/
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全国的に「イジメ」や「校内暴力」「家庭内暴力」などの問題がたくさん報告されています。これま

でも、町や学校、保育園、幼稚園ではこれらの防止に積極的に取り組んできました。このような悲劇

から可愛い子どもたちを守り、一日も早く日本の社会から追放しなければなりません。

各ご家庭と町や各学校、保育園、幼稚園はもちろん、社会全体の力を合わせて、わが子だけでなく、

他の子どもも見守る気持ちで「イジメ」を追放し、明るく楽しい社会を築きましょう。

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
地
方
税

法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

町
の
税
条
例
の
関
係
項
目
が
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
高
森
町
手
数
料
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
町

の
各
種
証
明
書
料
の
徴
収
の
手
続

に
違
反
し
た
場
合
の
過
料

一
万
円

が
、
五
万
円
に
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
高
森
町

一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

国
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
町

一
般
職
員
の
給
与
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

医
療
費
な
ど
の
支
払
い
の
伸
び
な

ど
を
予
備
費
で
補
填
し
た
も
の
で
、

三
千
円
補
正
し
て
予
算
総
額
を
七

億
八
千
五
十
三
万
四
千
円
と
し
ま

し
た
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

一
般
管
理
費
な
ど

一
千
十
九
万
五

千
円
を
増
額
補
正
し
て
、
予
算
の

総
額
が
二
億
二
千
五
百
三
十
七
万

五
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
仕
事
の
都
合
で
投

票
日
に
遠
方
に
出
張
し

ま
す
。
投
票
は
で
き
ま

せ
ん
か
？

シリーズ 3

(6)

熊本県選挙管理委員会広報 ちょつとためになる

「子
ど
も
が
学
校
や
保
育
園
、
幼
稚
園
に
行
き
た
が
ら
な
く

な

っ
た
」
「何
と
な
く
沈
ん
で
い
る
」
「学
校
や
園
、
友
だ
ち
の

話
が
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
」
「お
金
使
い

（持
ち
出
す
）
が
多

く
な

っ
た
」
「体
に
ア
ザ
や
傷
が
目
立

つ
こ
と
が
多
く
な

っ
た
」

「友
達
と
の
電
話
な
ど
で
の
会
話
や
応
対
が
お
か
し
い
」
な
ど
、

子
ど
も
の
態
度
に
変
化
が
な
い
か
、
各
ご
家
庭
で
気
を

つ
け
て

見
て
く
だ
さ

い
。

イ
ジ
メ
を
受
け
て
い
て
も
、
本
当
の
こ
と
を
言
わ
な
い
の
が

子
ど
も
の
心
理
で
す
。
「イ
ジ
メ
を
受
け
て
い
る
の
で
は
？
」
と

疑
う
位
に
、
注
意
深
く
観
察
し
て
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
日
頃
の
様
子
を
良
く
見
て
、
子
ど
も
が

「加
害
者
側
」

に
な

つ
て
は
い
な
い
か
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
引
き
起
こ
す
犯
罪
の
裏
に

『わ
が
子
に
限

っ
て
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
』
と
い
う
親
や
家
族
の
考
え
が
あ

っ
た
こ
と

も
、
県
内
や
全
国
で
は
た
く
さ
ん
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
子
ど
も
と
話
し
合
う
機
会
を
持

っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
家
族
の
愛
情
を
感
じ
て
、
優
し
い
心
が
育
ま
れ
、

何
で
も
打
ち
明
け
て
く
れ
る
明
る
い
家
庭
が
築
か
れ
ま
す
。

ま
ず
、
子
ど
も
が
学
校
や
園
な
ど
で
過
ご
し
て
い
る
様
子
な

ど
を
、
自
然
な
雰
囲
気
の
中
で
聞
い
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
話
の
中
で
避
け
た
り
、
ご
ま
か
し
た
り
、
矛
盾
し
て

い
る
話
題
は
な
い
か
と
冷
静
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
他
の
子
で
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
は
い
な
い
か
。

イ
ジ
メ
を
し
て
い
る
子
ど
も
は
い
な
い
か
を
話
し
合
う
の
も
、

イ
ジ
メ
を
撃
退
す
る
良
い
方
法
で
す
。
「イ
ジ
メ
の
事
実
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
ら
れ
た
時
は
す
ぐ
に
、
各
学
校
、
保

育
園
、
幼
稚
園
か
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　
　
Ｈ

高
森
町

・
高
森
町
教
育
委
員
会
雪
②
ｌ

一
一
一
一

こ
多
わ
多
尉グ
レ
イ
グ
グ
だ
″́

員挙ヽコ

'11言

畿

一
般
会
計
補
正
予
算

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
も

の

特
別
会
計
補
正
予
算

□ □ □
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昨年 11月 10日 にオープンした高森温泉館が12月 17日 に、早

くも 5万人 目のお客様を迎えました。

これはオープンしてか ら37日 日で、平均すると一 日1300名

以上のお客様があったことにな ります。

5万人 日のお客様は延岡市の官脇悦雄様ご夫妻で した。こ

れを記念 して、温泉館から花東 と町特産品を買iL呈 しました。
「びっくりしました。嬉 しいです。景色がすばらしいです

ね」 と官脇 さんは話されていました。

また、輝か しき新年を迎えた 1日 の午前 0時から、「初湯」

で開館 して、町内外の一般のお客様はもちろん、アスペクタ

で開催 された 「ハ ッピーニューイヤー・イン・アスペクタ」

に参加 されたお客様を含め、4,069人 もの人で館内は賑わって

いました。

今年も「高森温泉館」をどうぞ宜 しくお願い致 します。

町では平成 7年度の町内保育園入園申し込み (入園申請)受付を開始 します。

入園申請には次の証明書や添付書類が必要です。申請は児童一人ごとにそれぞれ行 う

必要があります。また、現在入園している場合でも4月 か らの入園については新規に申

請 しなければな りません。入園の申請は下表の日程で受付けます。

■入園申請に必要な書類(山写電FF闊淫覺ぱKttT肛萌瞑霙了。
け

)

1.入園申請書

2.家庭内状況申し立て書

この書類は各ご家庭の家族全員について、「働いている・身体が不 自由など」の理由で、入園申請を

行 う児童を日中に面倒を見る者が誰も居 らず、家庭内での保育が困難である (保育に欠ける)と い う

ことを、申し立てていただくのです。したがって、この用紙に各種の証明を受けた り、証明書の写 し

を添付 していただく必要があ ります。詳 しいことはこの用紙に書いてありますが、不明な点は担当係

におたずね ください。

高森町役場 福祉係 82-1111 内線129番

保育園名 受付 日 受 付 時 間 受 付 会 場

局 森 1月 17日 9 : 30～ 16 : 00 林業総合センター

高 森 ・ 色 見 1月 18日 9 : 30^v16 : 00 林業総合センター

草 吉i∫ 1月 19日 9 : 30^´ 12 : 00 草部出張所

草 部 北 部 1月 19日 15 :00^‐ 17 : 00 草北保育園

野 尻 1月 23日 10 :00～ 12 : 00 野尻出張所

河 原 1月 23日 15 :00^‐ 17 : 00 河原保育園

上記 日程に申請できなかった方は、 1月 25日 までに役場福祉係にて

入園申請を受付けます。

穆

人
の
生
活
に
不
可
欠
な
ト
イ
レ
。

今
後
益
々
増
え
る
観
光
客
の
こ
と

も
考
え
、
町
で
は
公
衆
用
ト
イ
レ

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

近
頃
で
は
高
森
峠
の
ト
ン
ネ
ル

入
口
に
県
の
公
衆
ト
イ
レ
が
建
設

さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
花
見

で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
高
森

峠
三
合
目
に
国
と
県
の
補
助
を
受

け
て
、
本
年
度
中
に
新
し
く
公
衆

ト
イ
レ
を
建
設
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
五
年
度
に
町
事
業

と
し
て
、
街
中
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
近
く
の
町
駐
車
場
内
に
新
設
し

た
公
衆
ト
イ
レ
の
周
辺
整
備
を
十

一
月
十
八
日
に
完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
自
治
宝
く
じ
の
益
金
を

も
と
に
し
た
、
緑
化
推
進
コ
ミ

ュ

ニ
テ
イ
ー
事
業
か
ら
百
万
円
の
助

成
を
受
け
て
、
総
事
業
費
百
九
万

九
千
十
円
を
か
け
て
、
緑
化
の
た

め
の
植
栽
や
水
飲
み
場
の
新
設
、

ト
イ
レ
表
示
板
設
置
、
木
製
ベ
ン

チ
を
置
い
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
公
衆
用
ト
イ
レ
は
、

み
ん
な
の
も
の
で
す
。

ト
イ
レ
の
汚
れ
は
や
は
り
気
持

ち
の
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
地
や
お
店
な
ど
に
行

っ
て
ト

イ
レ
を
使
お
う
と
し
て
入
っ
た
時

に
汚
れ
て
い
た
り
す
る
と
、
人
間

の
快
適
な
生
活
の
た
め
に
は
、
や

は
り
清
潔
さ
が

一
番
と
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
す
。

公
共
、
非
公
共
に
限
ら
ず
、
公

衆
用
ト
イ
レ
や
、
い
ろ
ん
な
施
設

を
汚
し
た
と
き
は
清
掃
し
て
、
み

ん
な
で
気
持
ち
良
く
使
い
た
い
も

の
で
す
ね
。

12月 17日 5万人目の入館者となつた

延岡市の宮脇さんご夫妻

●  ●

●  ●

国
・
県
の
補
助
を
受
け
て
、
建
設
を
推
進

街
中
の
ト
イ
レ
　
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
周
辺
整
備

高森 トンネルの県の公衆 トイレ

この取材に行つたときには、汚れてはいませ

んでした。これからも大切に使って欲 しいも

のです。

自治宝くじ益金をも

とにした、コミュニテ

ィー助成事業から助成

を受けて、本年度、街

中の町駐車場内の公衆

トイレの周辺がきれい

に整備されました。こ

の他、町内では今まで

に文化や福祉、緑化面

などで、たくさんの助

成を受けています。

形
多
影
が
ら
す

ノ
タ
疹
ル

十
二
月
十
五
日
。
高
森
保
育
園

に
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
や

つ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
サ
ン
タ
さ
ん
は
梅
香
苑
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
で
、
「敬
老
会
で
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
の
お
返
し
に
、
子
ど
も
た

ち
に
お
い
し
い
ド
ー
ナ
ツ
を
プ
レ

ゼ

ン
ト
し
た
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
元
気
に

お
礼
を
言
い
、
楽
し
い
歌
や
合
奏

を
聞
か
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
子
ど
も
た
ち

の
毎
年
の
楽
し
み
。
家
に
も
サ
ン

タ
さ
ん
が
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

」匡
一

/―フレ グr
｀‐

″
7

ノ

r
′

つし

″ ∫:カライ∠残笏/ 一
月
十
七
日
か
ら
、
各
保
育
園
ご
と
に
受
付
け
を
開
始
し
ま
す

■入園申請ができるのは…

児童の家庭の母親が次の 1か ら5ま でのいずれかに該当する場合です。ただ し、要件に該当してい

ても、母親以外の人が申請児童の家庭内保育ができる場合は除かれます。

1.児童の母親が家庭の外で働いている場合。

2.児童の母親が家庭で日常の家事以外の仕事をしている場合。

3.児童の母親が出産前後であった り、病気や心身に障害があった りするため、児童の保育ができな

い場合。

4.家庭に病人や、心身に障害のある人がいて、母親がその看護にあたっている場合。

5.火災や風水害、地震などで家を失った り、家が破損 しているため、その復旧期間、保育ができな

い場合。

(7) (10)
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まらなくモ絣参
|ナ
から1お轡議が烈町

今年も税の申告時期がやってまいりました。

昨年中 (平成6年 1月 1日から12月31日 まで)の収入 |こよる

所得税や贈与税の国税と、県民税や町民税、国民健康保険税な

どの町税の申告をしていただくものです。

申告されないと所得証明や扶養証明などの各種証明が発行さ

れないだけでなく、色々な税の控除が認められないなど、不利

|こなる場合がありますので、必ず申告されますようお願いしま

す。

本
町
は
国
際
化
時
代
の
到
来

・‐
　
に
さ
き
が
け
て
、
世
界
に
視
野

一「一　玲郊嗣ギ知猜翻蹴幌硼儲卸

物

し
て
い
ま
す
。

Ｌ
）
　

来
る
一
月
十
五
日
か
ら
一
月

催
」

二
十
二
日
ま
で
の
八
日
間
、
ア

，
，、　
メ
リ
カ
モ
ン
タ
ナ
州
カ
リ
ス
ペ

な

　
ル
市

（職
員
が
海
外
研
修
で
滞

会

　
在
中
）
の
ダ
グ
ラ
ス

ニ
フ
ッ
ス

瘤
一　
イ
ー
市
長
と
、
同
市
の
経
済
開

講

発
団
体
の
キ
ャ
ロ
ル
・
デ
リ
ィ

ｂ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

」

　ヽ
　
代
表

（本
誌
十

一
月
号
の
１０

鵬
が相、７
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劇
鐸
灘

歓

な
り
ま
し
た
。

訪
問
期
間
中
は
様
々
な
交
流

で
　
を
図
る
た
め
に
、
町
内
視
察
、

熙一　剛緩に（疇議演へ肇轍蒟酬限触

ら
　
し
ま
す
。

か
一　
　
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ

日
【
　

ツ
シ

ヨ
ン
で
は
、

ア
メ
リ
カ

の

ｒ
Ｏ

Ⅲ一　晰轍神報宰期晰は縦靱融嘲

ま
す
の
で
、皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
Ｌ
、多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

高
森
の
み
　
　
　
口』ん
に
ち
は

:●  ●

●  ●

申…………キ
が
一ぶ
彗
機
本
ギ‐‐‥‐

●
農
業
や
商
店
な
ど
を
経
営
す
る

自
営
業
の
方

（収
入
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
）

●
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者
、

年
金
、
不
動
産
、
利
子
、
配
当
な

ど
の
収
入
が
あ
る
方
。

●
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
給
与

収
入
を
得
て
い
る
方
が
、
別
に
収

入
が
あ
る
場
合
。

●
昨
年
中
に
退
職
し
た
方
で
、
今

年

一
月

一
日
現
在
就
職
し
て
い
な

い
方
。

●
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

●
国
民
健
康
保
険
世
帯
の
方
は
、

収
入
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
軽
減
や
、
入
院
時
の

一
部
負
担
金
や
食
事
の
患
者
負
担

額
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
で

も
、
未
申
告
で
あ
れ
ば
軽
減
さ
れ

ま
せ
ん
。

◎
申
告
に
関
す
る
お
た
ず
ね
は
、

役
場
税
務
課
ま
で
ど
う
ぞ
。

雪
二
―

一
一
一
一
内
線

一
三
八
番

■ダグラス・ラッスィー市長講演会

「カリスペルのまちづくりについて」

■キャロル・デリィー経済開発団体代表講演会

「地域産業の発展をめざして」

〔この他、講演内容に関するパネルディスカッシ ョンも行われます。多数ご参加 ください。〕

（納
税
相
談
）

プロフ ィール

1942年イリノイ州生まれ。1964

年ベングトン大学を卒業後、
合衆国政府に勤務、その後モ
ンタナ州商務省勤務などを経
て現事務所の代表となる。ア
メリカ経済低迷の中、地元フ
ラットヘッド郡の経済発展や、
環境問題に精力的に取 り組む
活動を展開している。

キャロル・デリィー 経済開発団体代表

高森町を訪間できることを楽 しみにして

います。私は後藤正三さんご家族 と現任の

馬原恵介さんが、カ リスペルに来 られ、私

たち地域住民 と友好関係を築かれたことに

敬意を表 します。

また、私は高森町の方々とお近づきにな

れることを、光栄に思っています。

私は高森町のことについて、多 くの事を

聞き、たくさんの写真を見ていますが、高

森町の住民の方は皆、聡明ですばらしい人々

です。

今回私は実際に高森町を訪れ、住民皆様

と色々な交流を行いたいと考えています。

(9)

プロフィール

1945年地元カ リスペルに生ま
れる。1967年 ノースロップ大
学を卒業後、航空技術者とし
て活躍。1990年 カリスペル市
長に当選し、同市の活性化を
めざしてあらゆる政策を展開
中である。また個人としてボ
ランティアで、学生交流事業
に積栃的に取 り組んでいる。

ダグラス・ラッスィー カリスペル市長

私 と妻にとって高森町を訪間できること

は、たいへん名誉なことです。尊敬すべき

今村町長をは じめ、昨年 6月 の「ジャパンウ

ィーク」にカ リスペルにおいでいただいみ

なさんとの再会も楽 しみです。高森町はす

ばらしい国際交流を続けられていますが、

カリスペルに滞在いただいた後藤正三さん

一家はその間、交流の使節の役割を立派に

果たされま したし、私の大切なお客様でし

た。

後藤さんが帰国された後、後任の馬原さ

んも頑張っています。私たちは皆様の友好

に感謝 します とともに、まもなく高森の皆様

にお会いできるのを、楽 しみにしています。

税務相談

阿 蘇 税 務 署 0967-22-0551

熊 本 国 税 局 096-355-0014

熊本東相談室 096-369-4582

国
の
税
金
に
つ
い
て
、

分
か
ら
な
い
こ
と
や
、

む
ず
か
し
い
こ
と
が
あ

つ
た
と
き
に
は
、
遠
慮

な
く
お
近
く
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
相
談
は
無

料
で
す
。

相
談
内
容
は
整
理
し
て
、

あ
り
の
ま
ま
に

事
後
の
相
談
よ
り
も
、

事
前
の
相
談
を

簡
単
な
相
談
は
電
話
で

複
雑
な
相
談
は
面
談
で

(8)

■
■

一
一

国

際

交

流

真
の
交
流
と
理
解
は
実
際
の

体
験
と
心
の
ふ
れ
あ
い
か
ら

月   日
地 区 名

会  場  名9時～11時 13時～15時

2月 15日 (水) 天 神 ・ 上 町 森

下町公民館16日 凶 横 田
l‐ 下 町

17日 0 旭 通 冬 野 ・ 津 留
20日 伊謝 上 在 村 山 。 日召和 林業総合センター

21日 (匁 草 部 (社 倉 ) 草部 (社倉以外 )

草部基幹集落セ ンター22日 因 芹 口 菅 山

23日 凶 永  野  原 下 切

24日 (金 ) 津  留  1 津  留  2 野尻林業センター

27日 帽)

所 得 税  消 費 税

確 定 申告 ・納税相 談
林業総合センター

28日 υ0
3月 1日 (水 )

2日 ワЮ
3日 0 野  尻   1 野尻 2・ 尾下 1 野尻林業センター

6日 明) 河  原  1 尾下 2・ 河原 2 河原老人憩いの家
7日 ω 矢  津  田 中 JA草部北部支所

8日 IЮ 洗 川 。大 村 中 原 。前 原 JA上色見支所

9日 囚 戸 狩 ・ 井 上 小 倉 原 ・ 山鳥 JA色見支所
10日 C) 西 丁 。 中 園 JA色見支所

最
終
期
限
は

三
月
十
五
日
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講演会のお知 らせ

期日、時間など詳 しいこと

は回覧でお知らせ します。

轟


